
６号機の進捗状況について
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東京電力ホールディングス株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

 2013年７月に新規制基準が施行され、2013年9月に適合性審査を申請

 2017年12月に原子炉設置変更許可、2024年9月に設計及び工事計画認可、2025年2月に保安
規定変更認可

 安全対策工事は、約８割実施済（使用前事業者検査は、約５割実施済）

 2025年3月10日までにタービン系の主要設備の健全性確認を実施。今後、原子炉系の主要設備の
健全性確認を実施

 安全最優先で、何かあれば一つひとつ確認のもと、安全対策工事と、それに伴う使用前事業者検査や
健全性確認を進めてまいる
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安全対策工事・使用前事業者検査
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６号機 主要な安全対策工事の進捗状況について

※ 写真は一部7号機設備のものを使用※ 写真は一部7号機設備のものを使用

：工事実施済

：工事実施中

※工事実施済であっても、使用前事業者
検査実施後に機能維持のための保全
作業等が生じる場合あり

※工事については、使用前事業者検査を
行い、原子力規制庁より使用前確認を
もって完了
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６号機 タービン系主要設備の健全性確認について

 主復水器および気体廃棄物処理系（③）については3月10日までに機能を確認済
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＜主な対象設備＞

① タービンを通過した蒸気を海水で冷却する循環水系

② 復水・給水系および復水浄化系

③ 主復水器および気体廃棄物処理系

＜進捗＞

⇒1月24日確認済

⇒1月31日確認済

⇒3月10日確認済
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６号機 原子炉系主要設備の健全性確認について

原子炉
圧力容器

タービンへ

②主蒸気隔離弁

①主蒸気逃がし安全弁③制御棒駆動機構

 ７号機同様６号機についても、今後、主要な原子炉系設備（下図①～③）の健全性確認を実施

【設備概要】
①主蒸気逃がし安全弁：主蒸気隔離弁が閉まった際に、原子炉の蒸気を圧力抑制プールに逃がし原子炉圧力を低下させることで、低圧注水

を行えるようにするための弁
②主蒸気隔離弁 ：万が一の事故時に、放射性物質を含む蒸気等が原子炉格納容器の外側に流れないようにするための弁
③制御棒駆動機構 ：原子炉の起動時、停止時、出力制御時に制御棒を動かす設備
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圧力容器
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【確認内容】
主蒸気逃がし安全弁の動作確認

【確認内容】
主蒸気隔離弁の開閉動作の確認、
圧縮空気を流すことで漏えいが無いか
を確認

【確認内容】
205本の制御棒について1本ずつ
電動による挿入・引き抜き操作を
行い、全ての制御棒駆動機構が
正しく動作することを確認
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